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本
書
の
概
要

　

戦
後
七
〇
年
を
経
て
、
日
中
間
の
歴
史
問
題

が
な
お
懸
案
と
さ
れ
る
な
か
、
日
中
戦
争
を
め

ぐ
る
研
究
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
特
に
近
年
は
、
戦
後
の
日
本
人
引
揚

げ
・
抑
留
や
、
対
日
戦
犯
裁
判
、
戦
後
補
償
問

題
な
ど
、
戦
争
終
結
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
〉
1
〈
る
。
本
書

は
、
そ
う
し
た
諸
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
戦
後

中
国
に
お
け
る
日
本
人
の
「
留
用
」
問
題
に
焦

点
を
あ
て
た
、
意
欲
的
な
著
作
で
あ
る
。

　

著
者
の
堀
井
弘
一
郎
氏
は
、
前
著
に
お
い

て
、
日
中
戦
争
期
に
汪
兆
銘
政
権
が
行
っ
た
大

衆
動
員
政
策
、
い
わ
ゆ
る
「
新
国
民
運
動
」
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
〉
2
〈

た
。
一
方
、
本
書
で
は
戦

後
の
中
国
社
会
、
し
か
も
そ
こ
で
暮
ら
し
た
日

本
人
に
目
線
を
転
じ
て
い
る
。
一
見
、
前
著
と

は
全
く
異
な
る
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
の
根
底
に

は
、
戦
争
と
い
う
政
治
変
動
の
な
か
で
揺
れ
動

く
、
日
中
双
方
の
「
市
井
の
人
び
と
」
へ
の
、

共
通
の
眼
差
し
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

戦
前
か
ら
戦
時
に
か
け
て
、
中
国
に
は
多
数

の
日
本
人
が
居
留
し
た
。
そ
の
大
半
は
戦
後
の
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集
団
引
揚
げ
に
よ
り
日
本
に
帰
国
し
た
が
、
鉄

道
・
工
場
・
鉱
山
な
ど
の
技
術
者
や
労
働
者
、

医
師
・
看
護
師
、
軍
人
な
ど
、
一
定
の
技
術
や

知
識
を
も
つ
日
本
人
は
、
中
国
側
か
ら
の
要
請

を
う
け
て
、
半
ば
強
制
的
に
中
国
に
残
留
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
「
留
用
」
者
（
以

下
、
括
弧
省
略
）
と
呼
ば
れ
、
戦
後
の
中
国
経

済
の
復
興
や
産
業
発
展
に
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
存
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
〉
3
〈

が
、
学
術
的
研
究
は
長
ら
く
「
空

白
」
状
態
に
お
か
れ
て
き
た
。
近
年
、
鹿
錫
俊

ら
の
研
究
に
よ
り
、
よ
う
や
く
そ
の
実
像
が
明

ら
か
に
さ
れ
始
〉
4
〈

め
、
国
民
政
府
に
よ
る
上
海
の

在
華
紡
関
係
者
の
留
用
に
つ
い
て
は
朱
婷
・
富

澤
芳
亜
ら
〉
5
〈

が
、
東
北
地
方
の
鞍
山
鉄
鋼
所
技
術

者
の
留
用
に
つ
い
て
は
松
本
俊
夫
〉
6
〈

が
、
そ
れ
ぞ

れ
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
の
中
国

関
内
に
お
け
る
留
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
は
、

そ
う
し
た
研
究
の
間
隙
を
埋
め
る
べ
く
、
甘
粛

省
の
天
水
地
区
に
お
け
る
鉄
道
技
術
者
の
留

用
に
注
目
し
、
そ
の
実
証
的
な
解
明
を
試
み

る
。
彼
ら
の
二
年
半
余
り
に
及
ぶ
留
用
の
史
実

を
、「
で
き
う
る
限
り
詳
細
か
つ
具
体
的
に
叙

述
し
、
そ
の
歴
史
的
体
験
を
記
録
に
書
き
留
め

る
」
こ
と
が
本
書
の
目
的
と
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ

が
「
近
年
日
中
関
係
が
非
常
に
厳
し
い
緊
張
関

係
に
あ
る
な
か
で
、
そ
の
打
開
の
糸
口
を
探
ろ

う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
連
な
る
一
つ
の

基
礎
作
業
」
に
な
る
と
、
著
者
は
述
べ
て
い
る

（
八
頁
）。

本
書
の
構
成

　

本
書
は
、「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」
を
除

く
、
全
九
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
全
体
を
通
し

て
、
日
本
人
の
鉄
道
技
術
者
た
ち
が
、
国
共
内

戦
を
経
て
中
華
人
民
共
和
国
に
留
用
さ
れ
、
一

九
五
〇
年
よ
り
天
水
で
の
鉄
路
建
設
に
従
事

し
、
一
九
五
三
年
に
帰
国
す
る
ま
で
の
歴
史
的

体
験
が
、
時
系
列
に
そ
っ
て
詳
し
く
叙
述
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
〜
三
章
で
は
、
日
本
人

留
用
者
た
ち
が
天
水
へ
移
動
し
、
そ
の
地
に
居

住
す
る
ま
で
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
続

い
て
、
第
四
〜
七
章
で
は
、
天
水
地
区
に
お
い

て
日
本
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
働
き
、
暮
ら
し

た
の
か
、
労
働
と
生
活
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
最
後
に
、
第
八
・
九
章
で
は
、
日
本
人

留
用
者
た
ち
の
帰
国
に
い
た
る
経
緯
と
、
帰
国

後
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
以
下
、
各
章

の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
章
で
は
、
終
戦
後
の
日
本
人
留
用
に
つ

い
て
の
概
略
が
示
さ
れ
る
。
一
九
四
五
年
の
終

戦
直
後
、
中
国
大
陸
に
は
二
〇
〇
万
人
以
上
の

一
般
邦
人
が
残
さ
れ
た
。
大
半
は
一
九
四
八
年

八
月
ま
で
に
日
本
へ
引
揚
げ
た
が
、
国
共
内
戦

が
勃
発
す
る
な
か
で
、
三
万
二
〇
二
二
人
の
日

本
人
が
国
民
政
府
側
に
、
三
万
八
一
〇
人
が
共

産
党
側
に
、
技
術
協
力
の
た
め
留
用
さ
れ
た

（
一
九
四
七
年
時
点
）。
さ
ら
に
、
一
九
四
九
年

一
〇
月
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
、
約
三

万
五
千
人
が
中
国
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特

に
東
北
地
方
（
旧
満
洲
）
の
留
用
者
は
約
三
万

四
千
人
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
旧
満
鉄
の

鉄
道
部
門
で
働
く
日
本
人
と
そ
の
家
族
、
お
よ

そ
一
九
〇
〇
人
が
天
水
に
集
団
連
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
日
本
人
鉄
道
関
係
者
の
一
行

が
、
東
北
各
地
か
ら
三
〇
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ

た
天
水
へ
移
動
す
る
道
程
を
、
豊
富
な
史
料
を

も
と
に
詳
し
く
追
っ
て
い
る
。
最
終
目
的
地
を
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知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
天
津
・
北
京
を
経
て
西

安
に
到
着
し
た
一
行
は
、
そ
こ
か
ら
見
知
ら
ぬ

西
方
の
地
、「
テ
ィ
エ
ン
シ
ュ
イ
」（
天
水
）
へ

向
か
う
と
告
げ
ら
れ
る
。
そ
の
時
の
日
本
人
の

反
応
が
興
味
深
い
。
中
国
側
に
繰
り
返
し
帰
国

を
要
求
す
る
も
拒
否
さ
れ
、
次
第
に
諦
念
し
、

現
実
を
受
け
入
れ
る
人
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
境

の
変
化
が
、
当
時
の
回
想
と
と
も
に
リ
ア
ル
に

叙
述
さ
れ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
以
降
、

よ
う
や
く
天
水
に
辿
り
着
い
た
日
本
人
た
ち

の
、
居
住
環
境
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
古

い
天
水
市
街
に
入
っ
た
一
行
は
、
い
く
つ
か
の

居
住
区
に
分
か
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

最
初
は
電
気
・
水
道
も
な
い
粗
末
な
仮
家
住
ま

い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
翌
年
に
は
井
戸
付
き
の

社
宅
を
提
供
さ
れ
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
一
九
五

三
年
三
月
ま
で
に
、
計
九
二
九
人
の
日
本
人
が

こ
の
居
住
区
で
生
活
し
た
。

　

第
四
章
で
は
、
日
本
人
が
従
事
し
た
労
働
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
日
本
人
の
鉄
道
技
術
者

が
天
水
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
目
的
は
、
西
北
地

方
の
東
西
を
結
ぶ
天
水
〜
蘭
州
の
鉄
道
路
線
、

「
天
蘭
線
」
を
完
成
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

天
水
地
区
で
は
、
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
日
本
人
技

術
者
が
各
職
場
に
分
散
配
置
さ
れ
、
中
国
人
技

術
者
・
労
働
者
と
共
に
働
い
た
。「
天
蘭
線
」

建
設
に
お
け
る
重
要
設
計
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日

本
人
技
術
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

「
貢
献
」
は
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
方
、

日
本
人
の
な
か
に
は
職
務
へ
の
不
満
を
持
つ
者

も
お
り
、
ま
た
一
九
五
二
年
九
月
に
「
天
蘭

線
」
が
開
通
し
た
際
、
中
国
側
の
公
的
記
録
で

は
日
本
人
技
術
者
の
存
在
が
伏
せ
ら
れ
て
い
た

事
実
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
日
本
人
の
日
常
生
活
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
る
。
当
初
は
食
事
な
ど
の
待
遇
を

め
ぐ
り
、
中
国
側
と
折
衝
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
次
第
に
日
々
の
「
近
所
づ
き
あ
い
」
を
通

し
て
、
日
中
両
国
民
の
交
流
が
も
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
天
水
地
区
の
日
本

人
は
、
賃
金
・
待
遇
の
面
で
優
遇
さ
れ
て
お

り
、
日
本
か
ら
の
送
金
も
許
可
さ
れ
て
い
た
。

　

第
六
章
で
は
、
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
日
本
人
子
弟

た
ち
は
、
天
水
市
内
や
近
隣
に
設
け
ら
れ
た
日

本
人
学
校
、
も
し
く
は
中
国
人
学
校
に
併
設
さ

れ
た
「
日
籍
班
」（
天
水
鉄
小
・
中
）
に
編
入

さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
日
本
人
教
師
が
日
本
語
で

授
業
を
行
っ
た
が
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事

は
日
中
合
同
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
部
の
中
学

生
は
日
中
混
成
ク
ラ
ス
に
在
籍
し
、
共
に
寮
生

活
を
送
っ
た
。
中
国
人
の
教
師
・
同
級
生
た
ち

は
、
み
な
日
本
人
生
徒
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、

純
朴
な
師
弟
・
友
人
関
係
が
築
か
れ
た
と
い

う
。
一
方
で
、
学
力
低
下
や
「
思
想
的
偏
向
」

も
不
安
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
七
章
で
は
、
そ
う
し
た
政
治
教
育
の
影
響

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
天

水
で
は
大
人
も
毎
日
、「
民
族
幹
事
」（
日
本
人

工
作
員
）
に
よ
る
「
時
事
学
習
」
を
受
け
た
。

三
反
・
五
反
運
動
な
ど
の
政
治
運
動
が
高
揚
す

る
と
、
日
本
人
へ
の
「
思
想
改
造
」
は
激
し
さ

を
増
し
、
日
本
人
同
士
の
対
立
や
精
神
的
な
抑

圧
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

第
八
章
で
は
、
一
九
五
二
年
一
二
月
の
北
京

放
送
後
、
日
本
人
残
留
者
の
帰
国
が
急
き
ょ
進

む
過
程
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
決
定
の
背
景
に

は
、
日
本
人
技
術
者
に
よ
る
技
術
移
転
の
終
了

と
、
ソ
連
人
技
術
者
の
中
国
派
遣
が
あ
っ
た
と

著
者
は
分
析
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
九
五
八
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年
七
月
ま
で
に
、
約
三
万
五
千
人
の
日
本
人
引

揚
げ
が
実
現
し
、
天
水
の
留
用
者
一
行
も
、
一

九
五
三
年
三
月
〜
七
月
に
か
け
て
、
上
海
経
由

で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
政
府
に
よ

る
日
本
人
へ
の
「
帰
国
支
援
」
は
、
表
向
き
は

日
中
「
友
好
運
動
」
と
さ
れ
、
上
海
で
は
旅

費
・
食
事
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
異
例
の
好
待
遇

を
受
け
た
と
い
う
。

　

第
九
章
で
は
、
留
用
者
の
帰
国
後
に
言
及
し

て
い
る
。
彼
ら
の
境
遇
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た

が
、
公
安
の
監
視
や
就
職
困
難
、
子
ど
も
の
学

業
の
遅
れ
や
差
別
な
ど
、
苦
境
に
直
面
し
た
者

が
多
か
っ
た
。
一
方
、
一
九
五
四
年
に
は
天
水

の
留
用
者
の
親
睦
団
体
「
天
水
会
」
が
発
起
さ

れ
、
日
中
国
交
回
復
後
は
定
期
的
に
天
水
訪
問

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
帰
国
後
も
積
極
的
な
日
中

友
好
運
動
が
図
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

最
後
に
著
者
は
、「
天
水
地
区
の
留
用
者
に

関
し
て
は
、
留
用
政
策
の
被
害
者
と
い
う
意
識

は
希
薄
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
理
由
を
中
国
側

の
温
情
的
待
遇
に
加
え
、
天
水
地
区
に
お
け
る

日
本
人
と
中
国
人
の
共
同
労
働
・
生
活
に
求
め

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
民
間
の
日
中
交

流
の
経
験
こ
そ
が
、
戦
後
の
日
中
関
係
を
つ
な

ぐ
「
宝
」
に
な
る
と
結
論
づ
け
る
。

本
書
の
意
義
・
問
題
点

　

本
書
の
意
義
は
、
お
よ
そ
二
点
に
集
約
さ
れ

よ
う
。

　

一
つ
め
は
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
詳
し
く

言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
国
関
内
の
、
特
に

天
水
と
い
う
中
国
内
陸
部
に
お
け
る
日
本
人
の

留
用
の
実
態
を
、
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
先
行
研
究
に
よ
る
上
海
や
東
北
地
方
の
事

例
と
は
異
な
り
、
天
水
の
留
用
は
長
期
に
及
ぶ

移
動
や
居
住
環
境
の
不
便
さ
な
ど
、
多
く
の
不

安
と
困
難
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一

方
、
本
書
で
描
か
れ
る
彼
ら
の
生
活
風
景
は
、

厳
し
く
も
ど
こ
か
牧
歌
的
で
あ
る
。
小
さ
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
、
日
本
人
と
中
国
人
の

日
常
的
な
交
流
が
育
ま
れ
、
そ
の
経
験
が
帰
国

後
の
日
中
友
好
運
動
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た

と
す
る
著
者
の
指
摘
は
、
従
来
の
留
用
研
究
に

新
た
な
一
頁
を
付
け
加
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

二
つ
め
は
、
天
水
に
お
け
る
日
本
人
の
留
用

体
験
が
、
各
種
の
史
料
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
多
面
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

天
水
の
鉄
道
技
術
者
の
留
用
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
概
ね
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
の
口
述
記
録
が
も
と
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
、
本
書
は
日
中
双
方
の
文
献

史
料
、
留
用
者
の
手
記
、
さ
ら
に
著
者
独
自
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
ふ
ま
え
、
よ
り
客
観
的

か
つ
リ
ア
ル
に
留
用
の
実
態
を
叙
述
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
じ
天
水
の
留
用
者
の
う
ち
、
鉄

道
技
術
者
だ
け
で
な
く
教
育
従
事
者
や
一
般
労

働
者
、
そ
の
家
族
や
子
ど
も
の
体
験
に
も
言
及

さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
異
な
る
環
境
や
心
境
の

違
い
を
含
め
、
ま
さ
に
留
用
と
い
う
経
験
の
多

様
な
側
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
本
書
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
も

見
受
け
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
天
水
と
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
け

る
留
用
の
違
い
が
、
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
水
と
い
う

地
区
は
、
東
北
地
方
や
上
海
な
ど
と
比
べ
て
特

殊
な
環
境
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
留

用
体
験
が
、
他
地
域
の
事
例
と
比
べ
て
ど
れ
ほ

ど
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
環
境
の

違
い
が
留
用
者
の
心
情
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
本
書
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で
は
明
確
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者

は
、
中
国
共
産
党
の
温
情
的
待
遇
と
現
地
に
お

け
る
日
中
交
流
の
経
験
が
、
留
用
者
の
好
意
的

な
意
識
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
前

掲
の
富
澤
論
文
に
よ
る
と
、
上
海
で
国
民
政
府

に
留
用
さ
れ
た
在
華
紡
技
術
者
の
な
か
に
も
、

進
ん
で
中
国
に
残
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
心
底
に
は
、
自
分
た
ち
が
培
っ
て
き
た
経

営
・
管
理
面
を
含
む
技
術
そ
の
も
の
を
、
戦
後

中
国
に
継
承
す
る
こ
と
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
た
と
さ
れ
〉
7
〈

る
。
本
書
を
通
読
す
る
限
り
、

天
水
の
日
本
人
鉄
道
技
術
者
た
ち
に
も
、
元
々

同
じ
よ
う
な
自
負
や
誇
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
留

用
の
事
実
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
さ
せ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
留
用
者
の
主
体
的

動
機
に
対
し
て
、
国
民
政
府
と
共
産
党
政
権
の

留
用
政
策
の
違
い
や
、
地
域
・
職
場
の
差
異

が
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
作
用
を
及
ぼ
し
た

の
か
。
今
後
、
よ
り
詳
し
い
比
較
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
留
用
者
の
帰
国
前
と
後
の
経
験

が
、
あ
ま
り
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ

る
。
著
者
は
本
書
の
「
お
わ
り
に
」
で
、
帰
国

後
の
経
験
が
留
用
の
記
憶
に
影
響
し
て
い
る
と

い
う
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
見
解

を
紹
介
し
て
い
る
（
一
九
四
頁
）。
ま
た
、
従

来
の
満
洲
移
民
の
研
究
に
お
い
て
も
、
帰
国
後

か
ら
現
在
に
至
る
人
生
を
「
ま
る
ご
と
」
分
析

す
る
こ
と
の
重
要
性
は
論
じ
ら
れ
て
き
〉
8
〈

た
。
一

方
、
本
書
で
は
そ
う
し
た
留
用
者
の
帰
国
前
後

に
お
け
る
経
験
の
連
続
性
や
、
帰
国
後
の
体
験

に
も
と
づ
く
記
憶
の
恣
意
性
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
注
視
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
帰
国
後
の

「
天
水
会
」
の
活
動
に
し
て
も
、
積
極
的
に
関

わ
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
人
も
い

た
は
ず
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
帰
国
後
の
行
動
の

違
い
に
つ
い
て
詳
し
い
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
出
色

の
一
つ
と
し
て
著
者
独
自
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

録
の
利
用
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
も
、

対
象
者
の
帰
国
後
の
経
歴
や
補
足
情
報
が
足
り

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

録
は
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け

に
引
用
す
る
際
に
は
よ
り
一
層
の
慎
重
さ
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
、
天
水
の
留
用
者
が
果
た
し
た
と
さ

れ
る
「
貢
献
」
に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
。
現

在
、
留
用
問
題
は
日
中
双
方
に
お
い
て
も
は
や

タ
ブ
ー
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
著
者
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
中
国
で
は
留
用
者
の
帰
国
以
降
、

そ
の
記
憶
が
「
日
本
人
の
貢
献
物
語
」
と
し
て

再
構
成
さ
れ
て
き
た
（
八
九
頁
）。
ま
た
、
日

本
人
留
用
者
た
ち
も
、
そ
う
し
た
中
国
側
の
認

識
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

で
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
ど
れ
ほ
ど

の
「
貢
献
」
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
の
か
。
天

水
の
鉄
路
建
設
の
事
例
に
し
て
も
、
上
海
の
在

華
紡
や
鞍
山
鉄
鋼
所
の
事
例
に
し
て
も
、
日
本

人
留
用
者
は
自
分
た
ち
の
技
術
を
中
国
に
移
転

す
る
た
め
、
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。
一
方
、
天
水
や
鞍
山
で
は
、
一
九
五
〇
年

代
初
頭
か
ら
早
々
に
ソ
連
か
ら
の
技
術
導
入
が

進
み
、
日
本
人
の
留
用
は
単
な
る
実
務
上
の

「
つ
な
ぎ
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
に
も
み
え

る
。
は
た
し
て
、
日
本
人
技
術
者
た
ち
が
残
そ

う
と
し
た
技
術
や
生
産
方
式
は
、
戦
後
の
中
国

に
ど
の
程
度
継
承
さ
れ
た
の
か
。
本
書
で
も
そ

の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
（
一

六
七
頁
）、
そ
れ
に
は
ま
ず
中
華
人
民
共
和
国

初
期
の
鉄
道
建
設
の
実
態
が
、
明
ら
か
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
〉
9
〈

い
。
留
用
問
題
は
、
戦
後
の

日
中
関
係
史
だ
け
で
な
く
、
中
国
経
済
史
の
重
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要
な
研
究
課
題
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
本

書
に
よ
る
日
中
関
係
の
「
打
開
の
糸
口
」
を
探

る
試
み
は
、
わ
れ
わ
れ
に
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
全
編
を
通
し
て
、

豊
富
な
写
真
・
図
を
用
い
つ
つ
、
平
易
な
文
章

で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
面
白
く
読
み

や
す
い
著
作
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
、
よ
り
多
く

の
読
者
に
本
書
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
留

用
の
史
実
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
こ
そ

が
、
本
書
の
真
の
意
義
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

注
〈
1
〉 

そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
研
究
と
し
て
以
下
が

挙
げ
ら
れ
る
。
若
槻
泰
雄
『
戦
後
引
揚
げ
の
記

録
』
時
事
通
信
社
、
一
九
九
一
年
。
大
澤
武

司
『
毛
沢
東
の
対
日
戦
犯
裁
判
│
│
中
国
共
産

党
の
思
惑
と
一
五
二
六
名
の
日
本
人
』
中
公
新

書
、
二
〇
一
六
年
。
殷
燕
軍
『
中
日
戦
争
賠
償

問
題
│
│
中
国
国
民
政
府
の
戦
時
・
戦
後
対
日

政
策
を
中
心
に
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
六

年
。

〈
2
〉 

堀
井
弘
一
郎
『
汪
兆
銘
政
権
と
新
国
民
運

動
│
│
動
員
さ
れ
る
民
衆
』
創
土
社
、
二
〇
一

一
年
。

〈
3
〉 

書
籍
版
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
留
用
さ
れ
た

日
本
人
」
取
材
班
『
留
用
さ
れ
た
日
本
人
│
│

私
た
ち
は
中
国
建
国
を
支
え
た
』
日
本
放
送
出

版
協
会
、
二
〇
〇
三
年
。

〈
4
〉 

鹿
錫
俊
「
戦
後
中
国
に
お
け
る
日
本
人
の

留
用
問
題
│
│
こ
の
研
究
の
背
景
と
意
義
を
中

心
に
」『
大
東
ア
ジ
ア
学
論
集
』
六
号
、
二
〇

〇
六
年
ほ
か
。

〈
5
〉 

朱
婷
「
抗
戦
勝
利
後
国
民
政
府
的
“
留
用

政
策
”
與
“
中
機
公
司
”」
上
海
社
会
科
学
院

『
学
術
季
刊
』
一
九
九
八
年
第
四
期
。
富
澤
芳

亜
「
在
華
紡
の
遺
産
│
│
戦
後
に
お
け
る
中
国

紡
織
機
器
製
造
公
司
の
設
立
と
西
川
秋
次
」
森

時
彦
編
『
在
華
紡
と
中
国
社
会
』
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。

〈
6
〉 

松
本
俊
郎
「
鞍
山
日
本
人
鉄
鋼
技
術
者
た

ち
の
留
用
問
題
│
│
中
国
東
北
鉄
鋼
業
の
戦
後

復
興
」『
人
文
學
報
』
七
九
号
、
一
九
九
七
年
。

〈
7
〉 

富
澤
、
前
掲
論
文
、
一
八
九

－

一
九
〇

頁
。

〈
8
〉 

蘭
信
三
『「
満
洲
移
民
」
の
歴
史
社
会

学
』
行
路
社
、
一
九
九
四
年
。

〈
9
〉 

ソ
連
か
ら
の
鉄
道
技
術
の
導
入
過
程
に
つ

い
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
一
九
四
九
年
前
後
か
ら
東
北
地
方
の
鉄
道

に
は
ソ
連
技
術
の
導
入
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る

が
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
川
井
伸
一
「
中
国
東
北
鉄
道
に
お
け

る
ソ
連
邦
「
包
車
制
」
の
導
入
│
│
新
中
国
の

企
業
管
理
責
任
制
の
先
駆
」『
ア
ジ
ア
研
究
』

第
三
四
巻
一
・
二
号
、
一
九
八
七
年
。


